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標準化・ガバナンスの領域で
国際貢献を増やすために

[LT]

April 17, 2015 – JANOG35.5

勽ౖ 要(ISOC-JP)
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インターネットにおける標準化インターネットにおける標準化インターネットにおける標準化インターネットにおける標準化

RFC(*)に基づいて、に基づいて、に基づいて、に基づいて、

1. 実装する実装する実装する実装する

2. 検証する検証する検証する検証する

3. 運用する運用する運用する運用する

*厳密には、全てのRFCが標準ではありません。[RFC1796 "Not All RFCs are Standards“]

修正したい！
提案したい！
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運用者と運用者と運用者と運用者とIETF

現実と標準化のギャップを埋める
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IETF94 @ 横浜横浜横浜横浜

2015年年年年 11月月月月1日～日～日～日～6日：パシフィコ横浜日：パシフィコ横浜日：パシフィコ横浜日：パシフィコ横浜

IETF54 @横浜横浜横浜横浜 (13年前年前年前年前)

IETF76 @広島広島広島広島 (6年前年前年前年前)

に続き、日本でに続き、日本でに続き、日本でに続き、日本で3回目・横浜で回目・横浜で回目・横浜で回目・横浜で2回目の回目の回目の回目のIETF会合会合会合会合
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W3C TPAC @ 札幌札幌札幌札幌

2015年年年年 10月月月月26日～日～日～日～30日：札幌コンベンションセンター日：札幌コンベンションセンター日：札幌コンベンションセンター日：札幌コンベンションセンター

日本で初めての開催

IETF@横浜の前週であり、インターネットにおける標準化
組織の大きな会合がほぼ同時に日本で開催

W3C: World Wide Webでਹ৷岿島て岮峵ૼの標準৲੮৬
TPAC: Technical Plenary/Advisory Committee Meetings
W3Cのফઃ総会
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Takeaway
• 2015ফは国際会৮のあたりফ

• ISOC-JPの活動紹介
• ISOCの৶に匼तき、インターネットの発展の為に、

技術طガバナンス୩域を問わず、日本からの国際的貢献
を増やす活動をষう

• IETF報告会・ISOC-JP主催ワークショップ・IETF/W3C
TPACに向けた取り組みを実施しています

• ISOC-JP会員になって情報収集/発信を一緒にしていきま
しょう
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ISOC(Internet Society)
• 1992ফ勳য়の国際శ営匏組織

• 勳য়ৎは「インターネットに却用する技術の標準化をサ
ポートする事」が目的
• IETFのサポート

• 現在は「インターネットの発展を牽引する」機能を持っ
た組織として活動中

• キーワードは「Internet for everyone」
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ISOCの活動
• 自由なインターネットへのアクセスの為に
• 各地域での法勧২৮厱への卖匟
• インターネットのଵ৶ଁ勧についての卖匟

• 技術標準の策定と普及の支援
• IETF
• Delopy360 Programme

• インターネットの普及への支援

• 表彰
• Jonathan B. Postel Service Awards
• Itojun Service Awards
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ISOCの組織構造
• 個人会員:約65000人
• Global Member(会厔無厄)
• Sustaining Member

(75USD/ফ)

• 組織会員:145組織

• 地域支部(Chapter):100以上
• コミュニティ単位で組成（国や地域単位ではない）
• ISOCの৶に匼तいた活動と地域に厣化した活動



10
Japan Chapter

ISOC-JP
• 1994ফに勳য়
• 地域支部勧২の第一ಀ
• 活動停滞のため「再活性化が必要な地域支部」扱いに

• 2010ফから再活性化活動৫卿
• 2012ফに再ल地域支部卉定を匃けて活動再৫

• 2015 Officer(2014ফ匫会にて選ল、叓厯を僆選で決定)
• Chair: 藤崎 智宏 Tomohiro FUJISAKI
• Vice Chair: 橘 俊男 Toshio TACHIBANA
• Program Chair: 勽ౖ 要 Kaname NISHIZUKA
• Secretary: 中島 博敬 Hiritaka NAKAJIMA
• Treasurer: 宇井 隆晴 Takaharu UI
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ISOC-JP会員
• 371人（2015.4現在）

• 入会方法
• ISOC会員になり、その中での参加Chapterとして

Japanを選択する事で会員となる

• コミュニケーション
• メンバー用ML
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他国のISOC地域支部の状況
• フォーカス
• developing countryにおいてはインターネットの普及

そのものが活動の第一命題になるケースがある

• 成りয়ठ
• 政府との連携が強い地域支部もある

• 地域内のコミュニティの有無
• インターネットに関するコミュニティは技術、政策面を

問わずISOC地域支部がまとめて運営している事がある
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ISOC-JPおよび日本はというと
• フォーカス
• 既にブロードバンドが普及しており、普及そのものが目

的とはならない

• 成りয়ठ
• 政府との卟接の連携は厮なく匼本はড়のコミュニティ

である

• 地域内のコミュニティの有無
• 日本にはインターネットにまつわる多くの技術コミュニ

ティが大小問わず存在する
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ISOC-JPの活動における考え方
• 日本からの国際的貢献を増やすॳকレンジをষう
• 技術طガバナンス୩域を問わず
• インターネットの発展の為に

• 国内の既存コミュニティをリスペクトする
• 技術୩域にेって存在する既存コミュニティとの連携を

重要視する
• 独自の活動をやりつつも既存の活動についてもフォロー

して紹介ಉをষう
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ISOC-JPの活動における考え方
• 国外からの連携希望の接続点を目指す
• 海外からみるとISOCの地域支部はコンタクトポイント

として有用であり、ここへ問い合わせれば該当する話題
について解決する事ができるかもしれないという期待が
ある
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ISOC-JP活動
• 主催イベントの実施
• IETF報告会
• IETF事前イベント(NEW!)
• ISOC-JPワークショップ
• IETF/W3C TPACに向けたイベント(2015)

• 各種後援イベント
• 2014ফ実績
• IPv6 Summit(一般財団法人インターネット協会主催)
• Internet Week 2014(JPNIC主催)
• インターネットコンファレンス2014(ITRC/ITECH/jus/WIDE主催)
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• IETF報告会：IETFでの৮厱内卣をアップデート(ফ3回)

• IETF事前イベント:「IETFの歩き方」など、IETFで活動
するために資する情報を発信

ISOC-JP活動2015(1/2)

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

イベント

・IETF事前イベント
・IETF/W3C TPACに
向けたイベント

IETF報告会

IETF94@横浜

W3C TPAC@札幌

IETF93@プラハIETF92@ダラス

4/24(金) IETF92報告会
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• ISOC-JPワークショップ：月1回ங২のペースで、テーマ
を選定し有の方にओ僂いたटく
• プログラム委員(14名)でハンドリング
• ワークショップテーマ2014実績
• 「Online Identity Workshop Vol.1 “アイデンティティって何？」
• 「SDN のこれまでとこれから」
• 「インターネットガバナンス」
• 「メール技術の最新動向と迷惑メール対策について」

• 第五回ISOC-JPワークショップ 4/21(火)
「インターネットにおける厌卽ஊ偱の多匟ୁ化について」

株式会社日本レジストリサービス 米谷 嘉朗 様
今後のテーマ(予定)
• RPKI、インターネットガバナンス、Open Data, OpenIDなど

ISOC-JP活動2015(2/2)
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皆さんのご参加をお待ちしております
• ISOC会員になるには

http://www.internetsociety.org/get-involved/individuals
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各種情報
• ISOC-JP
• http://www.isoc.jp/

• Internet Society
• http://internetsociety.org/

• ISOC会員登録ページ
• http://www.internetsociety.org/get-

involved/individuals


